







浪曲/荒井徳衛さん 

(嗶町2 丁目） 

渋い声の浪花®、奉仕人生心イキ。 
慰間に行きます韓国までも， 

•竹川緻彦さん 






























1386 • 10 •丨 (E I 回発行) 


月刊 • え < てびあん- ri 川と語ろう • n 川に生きよラ 


通巻27号 


夫る年食を食くたっ 
•と W に*&た itt 
い_食ない < z さたがと 
ね R ベって鈐つま*も 
t 蜱てたいした私物之含 
り間い • 6 くの遑に肉ん 
ながる玄う•が大はは= 
ra •米ち f お鑤期ぁ茨 
もか菜か-にの令の心ま这 
年く霣大だ方の仲が" 5 
くて奢好んの方人あた 
v t し#だおでをつべ 
g 太てでん能自したな 
T 丈い1丨 3 K し热て*" 




◄鷂111#苓さん(富士見町） 
旧約*?會％班んで人 W は白 
K のものを ff るめが一書處い 
と息って始めた.玄米を中心 

に野裝を食べ X 20 年ぐらいに 
なる，肉のかわリに愐性た 
んぱ<のグルテンミートとい 
う fe のを重べる. 20年»大6 
な拓氕もしていないから*食 
はや«リ癱^に0いの T し •！ 
う，薹食の人の] II :破はキレイ 
たと聞いた二とがある 


石田文 a さん*空也<ん(高松術） ► 
ft 々な市芘通»に赛®しているうちに 
人明は白 IRC 生活するのが虔いと考龙霣 
食％するよう C なった • 玄笨食で u 年以 
上 a いている*うちは一寒で籩食*穿也 
US •親のわ*の中にいると，から菜食で 
す.以前は觴リやすかったりした性格が 
* 食にしてから X わった • いつもゆ〇た 
りした11椅ち T いられ •• 





4 小 m at さん(篡松町} 

涔，が醪い：：とか Ift さ.轉に持肩 

の rnucv びどかンた< つきつめて 
考えると食へ蝓が瘙くなケウた二と 
に贫付？いつの w じか*食しなって 
いた. 2年以上酸いている玄米金 
が牛心 •《 AktT か持ちが大 
らかにな，た： U 前は寒い夢令 
見て麻び起？ 4ことかあったが. 
今 TU # も慧ないほど IMT 


ベジタリアン 


ナチュラル 


菜食主義者は自然な健康人。 






明日のわが街枣考える ms の簾い 
ナイスガイ 

NICE 街/ 

立川宣言9_28 

言 H - 勞本健二氏 

たちかわ脅象級漢人金 a 


ttflMA srnii |#( 
3.imT.^mVr 


* 5 スト 


ふれあい 


さわやか 



山粲中央级汗 

♦立川 st « • 

TiSD 立川桁竊松 》 JiM 6 n 3 

TEL 0425-26-1571 


蓑•イビ X 去要 


飽食の現代に 
野菜しか食べない人 
達がいる。 

別に偏食をしているわけで 
はない。植物性のものですベて 
の栄養がまかなえるという。むしろ 
身体のことを考えると菜食になるとさ 
えいうのである" 

この確固たる自信はどこからくるのか菜食にし 




口石学蠤さんへ裹松 11 ) 

友 it から食品 - 45 加 M の鷂さ ？ r 
知ら？れて添加物らないよ 
ぅに袁ぺものを遍んでい蚤ぅち 
に累食になつてしまつた•一年 W 
上«いている- 3 斯 il 钃体か鬣 
<* ut 立ち tx 寧が辛かったが， 
栗食にしてから#体が«くな V 
立ち怃|^ 1 った<音 1 ?ならな 
ぃ玄米こ«槊を食べてぃる‘ 



ジョイント•コンサ—卜盛大 
_ —— I ¢ 1 ntIIIJ 合哨 I , 4 頌 I 

去る九 fl 七日， r ^^ I^ilfflJ 
と会： ^ J が 
主摧して^^の合啫«が^|合裔に 
1 い*初のジョイント . n ンサ S 
試みた、 

特一^二部においては「全： ilH 口 DSJ 
で，カタリ•カタリ J ^ せましと 
歌ぃまくり•合唱热をぃやにも 
盛りあげていつ^ T 第一一部「日-^ 
ンツォ —- K ^^ っ」では新 S 一 
f 

哚中轻 • 

屮村|郎，堆 
鍪』一ぃ「た 

か*お 

をみせ， 

へ 

I 歩驾ぃハ、 

P 表紙は語る J 

土肥邑子さんがモザイクを始め 
て 30 竿がたつ•もともと壁画だつ 
たモザイクを凝縮？せて絵画のょ 
うにし、モザイク_という新しいジ 
ヤンルを* I リあげてしまつたとい 
うからその熱意はなみではない • 
タイルという飧たい*材が土肥さ 
んの手にかかると命を与えられて 
哦かな絵の主役になリ‘±吧宇宙が 
出現する*ある若い男性が十肥さ 
んの作 US を ft て「自分が恥か-^な 
つた」という。俗 tjt 問で汚れた心が 
土 1 C 宇宙を漂ううちに m 净になつ 
たのか t . 肥さんの作品には熱い 
メッセ—ジがちりばめられている。 




"ポク" おぼつちゃま防 


おばつちやま n ンナスト"チビ 
ツ子たちが舞台に»列"お余持ち、 
力持ち、エトセトラ： 111 HE 子そろ 
つて？かわいかつたですな— 

爱らしい仕萆にはのぱのとした| 
畤、金雄が a 守るあったかい徽笑 
み、»訪まっりの|コマでぁる。 




やわらかな秋の n # しに •■ . 自 
然が色#く总づす"生命の 
ぅたが W こえてくる冬つです* 
真如苑では今 H も皆椎のお 
こしをお恃ちしてお〇ます* 

お^ e においでください ■ 
_日時 10 月 11 : 13 出 

午後 2 時〜 4 時 
■御本铱 R 如宝物館をはじ 
めとして映 li など盛りだくさ 
んの闲意が L てございます* 
■立川市民(成人)<:限らせ 
て®きます* 

■お申し込みは「えくてびあ 
ん i ンバ 
-1 オン j (本 
誌を手* 

I て<れ 
た入> r 



立 川 •歴史のひと コマ 

❖かがり火•まゆ玉 

砂川には水田がありません。こ 
れは武葳野台地の地^^位が低く 
土地が矻燦しているため水田には 

適さないからなのです。江戸時代 

初めからここの開 ffi にあたつた ft 

民は•吃いているぅえにやせた土地 

を*地力のある良好な土壤にする 

ため大変な辛苦を重ねました*そ 

の.？^しばしば天災や汾 S などで 

凶作にみまわれ•苦しい生活を被 

ける村人の心の拠りどころとして* 

一六二九年に阿豆佐味天神社が村 

山の殿ケ谷 H ( 今の%穂町)より 

飲 ffl され*以来砂川の箱守として 

人々の银敬を钜めてきました。 


この神社に占く±り伝わる行事 
として•大みそかから元 n にかけ 
ての〔かかり火〕があります” « 
れのすす払いの時に取りはずした 
古いお札やお r y ゝ メ て-、 
か？り•ダル 
マなどが除夜 

の錨と PI 時に 

谀かれます • 

苷は*の祜れ 

た根つこなど 


も|緒に焚か 

れました。こ 

れは〔根っこ 卜了 

もらい〕といつて，砂川四番の男 

の子たちが「根っこくんない」と 

言いながら五日市街 ifi の家々をま 

わつて生めたものでした•この n 

は哦内にダルマの朝市もたち、初 



誰客でにぎわいます。 

この阿 S 佐味大神社の本殴の*: 
に蚕彩神社が合祀されています • 
この〔蚕釤さま〕は«糸の原料で 
ある蚕の守^神で、 I 八六〇年に 
常晚国 S 浦*(茨城県筑波郡 ) よ 
り分社されました•砂川の费 S は 

江戸中期におこり • f から昭和 

初期がその烯盛期で A 家の*革な 

現金収入*となつていました。 

一支ゆだま〕はこの*蚕につなが 

る®要な K 俗行¥です。_があた 

る{多くとれる}よぅにと祈りを 

こめて•小正月 { |月十五日)に 

米の粉をこねて繭に似せたダンゴ 

を作り•ナラや々シなどの木の枝 

にさして〔まゆだまの木〕を作り 

ます。これを座敷に飾リ•うしろ 

に it 影さまの份蚰をかけて灯明を 


あげるのです。 

坝在は砂川で#蚕をしている家 
はごくわずかとなりましたが•今 
でも小正月に〔まゆだま〕を作る«| 
家は多いようで 1 * ( K - K ) 


空欄に I 字押入を SA みよ， 

□林一枝 

雲中白 □ 


UTI5T 本 
5 孑 V 拽 . wv ^ wfs ^^ 
羽 , g 1 冷 3 

雜 m -士罢 

>•¥ JI1wt . 7W 
• rrr 令本 ^ Mt 
a 33 S 2 J 辑各。い^： r » 
々「抑 s 伞 I 

C . H ) 孑*75 ^ 

辑一料甯 

1 u M c ..» 


立川クイズ ■ 

立川に市政がひかれてから•说 
市長 • 毕中十 A 氏は何代 0 の珩 & 
になるでしょぅか。 

①9代0②1]代目③14代目 
〔9月号の答え〕清流が«活して 5 ft 
超になっている玉川上水ですが、 
:内の方から•松中嫌•一恭梭大王 
«,稲荷檐，新家橋•兒釤橋•金 
昆铱 W ‘宮ノ ST 千手檐•消*院 
梅，小 111 撟と十一の撟かあります。 
ただし小川 ffi はほとんどが小 
で I 部が立川です。 答えは¢2) 

なお 0¢ 月 27 日に玉川上水の济沬 
& 活とともに小川檐と淸顒院«の 
間に「じよ，いこばし j という新し 
い橋が出来ました。したがつて現 
在は 12 の * が立川市内に ^ M す ** 


F 1 H 泛力ら ^ 

•この*;も陬； S まつりは碰人であ 
つた"削夜祭とも云ぅべき夕べ、 
昨年にひき枝いて「民躲流し躲 9J 
はひときわの眼わい■•区画 ® il 
が進む南 U 一带，「東部会公仝堂」 
の fi で大通りの嘩堍をよそに、卜 
数人の A ' が小さなパ I ティ I を W 
いていた。しめやかで、ちよつと 
拗ねていっにも見受けられた。 
記*はいつもの|¥顔で人々にもぐ 
り込んで n 卜の成訊くと「区 
画整理中で各々ほかの土地へ I 時 
的に敢っているので，せめて£祭 
9 には*紡をとり合って…/立川 
を古里とする幸せな人々よ！ • 本 
法«生人、山田の作詞になる-»佗に 
咲いてるお母さん J が立川市民会 
te で合喵された。ご尽力くださった 
方々，ありがとぅございました。•曼 
珠沙華をんな足音 f てびあん。 

<■«> 胃木«和大腎€子》悦子加# UI 子 
梓 UI 贿予曲$子半沢 S 仏 
1511 } 天 IfftK «權一明 A 田鶼治 

X 夕： X # 964n 


1 え<てびあん第 27 考 

昭和六十一年十月一日発行 
発行所え <てびあん Is 集工房 
立川市楽阐町 2-4 -H 
ファインビルディング 3 F 

霣話〇四 I 一五郎0082 
«集人立弁，#介 
発行人沖野搴男 
印811所株式会社立川印糊所 







































































華盛樣が立川に店を張ったのは、昭和 25 年であった。 
敗斅後のモノのない時代を必死に生きた劉美*さん◊北 
京の生まれ' 家が料理店をやっていた、幼ない頃に見ょ 
ぅ 見 まねで覚えた 味と 技術が彼女を救けた•いま、 ご 主 
人と睦まじく 店をさり まわす 「寺内 ハル j さんの笑顔、北 
京の*庭料理ここに^*だ"綿町！3.28022. 



















